
令和 4 年 1 2 月 2 3 日
農 林 水 産 省プレスリリース

国内産農産物における農薬の使用状況及び残留状況調査の
結果について（令和2年度及び令和3年度）

農林水産省は、農薬の適正使用を推進し、安全な農作物の生産に資すること等を目的として、
農家における農薬の使用状況及び生産段階における農産物中の農薬の残留状況について調査を
実施しています。この度、令和2年度及び令和3年度の国内産農産物における農薬の使用状況及
び残留状況について取りまとめましたのでお知らせします。

1.調査結果

1.農薬の使用状況について
 871戸（令和2年度393戸、令和3年度478戸）の農家に対し、記入簿への記入又は聴取りを行うこ

とで農薬の使用状況を調査しました。

 その結果、調査した農家（871戸）のうち、2戸の農家で、使用量又は希釈倍数が適切でなかっ

た事例が確認されました。残りの869戸においては、農薬が適正に使用されていたことが確認され
ました。

 農薬の不適正な使用があった2戸の農家に対しては、地方農政局及び都道府県から、農薬の適正

使用の徹底を図るよう指導を行いました。

表1：令和2年度及び令和3年度の農薬の使用状況に関する調査結果

年度 調査農家数
農薬の総使

用回数

不適正使用
のあった農

家数

不適正使用の内容別の農家数

誤った作物
に使用

誤った使用
量又は希釈
倍数で使用

誤った時期
に使用

誤った回数
で使用

令和2年度 393 3,687 0 0 0 0 0

令和3年度 478 5,004 2 0 2 0 0

2.農薬の残留状況について

 871検体（令和2年度393検体、令和3年度478検体）の農産物について、のべ4,436種類の農薬と

作物の組合せの残留状況を調査しました。

 その結果、令和2年度には食品衛生法（昭和22年法律第233号）に基づく残留基準値を超える農

薬を含んだ検体はありませんでした。令和3年度には、農薬の不適正な使用があった農家における
検体とは異なる1検体が、残留基準値を超える農薬を含んでおり、その他の検体は、残留基準値を
超えていませんでした。

 この1検体は、はくさいで、残留基準値（0.2 mg/kg）を超える農薬のアセフェート（0.3

mg/kg）が検出されました。当該はくさいを栽培した農家をさらに調査しましたが、基準値超過の
明確な原因は特定できませんでした。

 なお、当該農作物を通常想定される量摂取した際の農薬の摂取量は、健康に悪影響を示さない

と推定される摂取量と比べ小さいことから、健康に影響を及ぼすおそれはありません。

( 1 / 2 )



表2：令和2年度及び令和3年度の農薬の残留状況に関する調査結果

年度

分析試料

検体数

（のべ検体
数※）

残留農薬基準値を超えた検体

検体数 作物名 農薬名

残留農薬

基準値

（mg/kg）

検出値

(mg/kg)

令和2年度 1,786 0 - - - -

令和3年度 2,650 1 はくさい アセフェート 0.2 0.3
※のべ検体数：1試料検体について2種類の農薬を分析した場合、2検体として計算。

2.調査結果を受けた対応

1. 農薬の不適正な使用が認められた農家に対して、地方農政局及び都道府県から農薬の適正使用

の徹底を図るよう指導を実施しました。
2. 農薬の適正使用を推進するため、令和4年度も同様の調査を実施しています。

<添付資料>

（別添）国内産農産物における農薬の使用状況及び残留状況調査の結果の概要（令和2年度及び令
和3年度）(PDF : 197KB)

（別表1）使用状況調査の結果（令和2年度及び令和3年度）(PDF : 131KB)

（別表2）分析の対象とした農薬及びその定量限界（令和2年度及び令和3年度）(PDF : 230KB)

（別表3）定量限界以上の濃度が検出された検体に関する残留状況調査の結果（令和2年度及び令
和3年度）(PDF : 218KB)

（別表4）農産物別の残留状況調査の結果（令和2年度及び令和3年度）(PDF : 206KB)

【お問合せ先】
消費・安全局農産安全管理課農薬対策室
担当者：濵砂、伊藤
代表：03-3502-8111（内線4500）
ダイヤルイン：03-3501-3965
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別紙

誤認しやすい適用作物例
                               

作物名

1 ブロッコリー　と　茎ブロッコリー

2 トマト　と　ミニトマト

3 ねぎ　と　わけぎ　と　あさつき

4 キャベツ　と　メキャベツ

5 しゅんぎく　と　きく　と　食用ぎく

6 メキャベツ（子持ちカンラン）　と　非結球メキャベツ（プチベール）

7 さくら　と　食用さくら（葉）

8 てんさい　と　かえんさい

9 にんにく　と　葉にんにく

10 未成熟とうもろこし 　と　ヤングコーン（べビーコーン）

11 しょうが　と　うこん

12 たまねぎ　と　葉たまねぎ

※注１　それぞれの農薬の適用は異なるものであり、例えば、「トマト」に適用の
ある農薬であっても「ミニトマト」への適用がなければ、ミニトマトに当該農薬を使
用することはできない。

※注２　作物に適用があるかどうかは、必ず適用表を確認すること。

近頃「しゅんぎく」における適用外の農薬の検出が相次いで認められていること
から、特に「しゅんぎく」、「食用ぎく」、「きく」に適用のある農薬一覧表を参考とし
て添付する。



別紙参考

食用ぎく しゅんぎく

10606 ＤＤＶＰ乳剤 ホスビット乳剤７５ ○

11965 ＤＤＶＰ乳剤 デス７５ ○

11966 ＤＤＶＰ乳剤 デス７５ ○

12009 ＤＤＶＰ乳剤 ホクコーＤＤＶＰ乳剤７５ ○

18775 ＤＤＶＰ乳剤 ヤシマＤＤＶＰ乳剤７５ ○

13412 ＤＤＶＰ乳剤 サンケイＤＤＶＰ乳剤７５ ○

13418 ＤＤＶＰ乳剤 日産ＤＤＶＰ乳剤７５ ○

13424 ＤＤＶＰ乳剤 日農ＤＤＶＰ乳剤７５ ○

15366 Ｄ－Ｄ剤 ＤＣ油剤 ○

15167 Ｄ－Ｄ剤 テロン９２ ○

16824 ＴＰＮ水和剤 クミアイダコニール１０００ ○

16825 ＴＰＮ水和剤 武田ダコニール１０００ ○

16823 ＴＰＮ水和剤 ダコニール１０００ ○

21759 ＴＰＮ水和剤 ＳＴダコニール１０００ ○

18953 アクリナトリン水和剤 アーデント水和剤 ○

22321 アクリナトリン水和剤 アザミバスター水和剤 ○

18955 アクリナトリン水和剤 日農アーデント水和剤 ○

19112 アセタミプリド水溶剤 モスピラン水溶剤 ○ ○

19113 アセタミプリド水溶剤 日農モスピラン水溶剤 ○ ○

22583 アセタミプリド水溶剤 モスピラン顆粒水溶剤 ○ ○

22584 アセタミプリド水溶剤 日農モスピラン顆粒水溶剤 ○ ○

20574 アゾキシストロビン水和剤 アミスター２０フロアブル ○

18562 イミダクロプリド水和剤 アドマイヤーフロアブル ○

18563 イミダクロプリド水和剤 クミアイアドマイヤーフロアブル ○

19842 エマメクチン安息香酸塩乳剤 アファーム乳剤 ○ ○

21987 クレソキシムメチル水和剤 ストロビーフロアブル ○ ○

21989 クレソキシムメチル水和剤 日産ストロビーフロアブル ○ ○

21988 クレソキシムメチル水和剤 日曹ストロビーフロアブル ○ ○

19185 クロルフェナピル水和剤 クミアイコテツフロアブル ○

19184 クロルフェナピル水和剤 コテツフロアブル ○

19186 クロルフェナピル水和剤 日曹コテツフロアブル ○

19479 クロルフェナピル水和剤 ヤシマコテツフロアブル ○

20811 ジノテフラン水溶剤 スタークル顆粒水溶剤 ○ ○

20812 ジノテフラン水溶剤 アルバリン顆粒水溶剤 ○ ○

20813 ジノテフラン水溶剤 ホクコースタークル顆粒水溶剤 ○ ○

20961 ジノテフラン水溶剤 三井東圧アルバリン顆粒水溶剤 ○ ○

観賞用の「きく」に適用があって、「食用ぎく」または「しゅんぎく」に適用のある剤　
(平成22年12月15日現在）

登録番号 農薬の種類 農薬の名称
適用の有無

作物によって使用時期や使用方法、散布濃度や使用回数が異なります

ので、農薬は適用表をご確認の上使用してください。
本表に記載のない農薬は、観賞用の「きく」に適用があっても、「食用ぎ
く」や「しゅんぎく」には使用できません。



食用ぎく しゅんぎく
登録番号 農薬の種類 農薬の名称

適用の有無

22738 ジノテフラン粒剤 スターガード粒剤 ○

20805 ジノテフラン粒剤 スタークル粒剤 ○ ○

20806 ジノテフラン粒剤 アルバリン粒剤 ○ ○

20807 ジノテフラン粒剤 ホクコースタークル粒剤 ○ ○

20959 ジノテフラン粒剤 三井東圧アルバリン粒剤 ○ ○

16590 シペルメトリン乳剤 クミアイアグロスリン乳剤 ○

16589 シペルメトリン乳剤 アグロスリン乳剤 ○

16591 シペルメトリン乳剤 日農アグロスリン乳剤 ○

20178 スピノサド水和剤 スピノエース顆粒水和剤 ○

20179 スピノサド水和剤 日産スピノエース顆粒水和剤 ○

20180 スピノサド水和剤 クミアイスピノエース顆粒水和剤 ○

14390 ダゾメット粉粒剤 バスアミド微粒剤 ○ ○

17721 ダゾメット粉粒剤 ホクコーガスタード微粒剤 ○ ○

17719 ダゾメット粉粒剤 クミアイガスタード微粒剤 ○ ○

11573 チオファネートメチル水和剤 トップジンＭ水和剤 ○

11575 チオファネートメチル水和剤 ホクコートップジンＭ水和剤 ○

11574 チオファネートメチル水和剤 クミアイトップジンＭ水和剤 ○

11576 チオファネートメチル水和剤 ヤシマトップジンＭ水和剤 ○

20976 チオファネートメチル水和剤 日農トップジンＭ水和剤 ○

21177 デンプン液剤 園芸用でんぷんスプレー ○

22135 トリホリン乳剤 クミアイサプロール乳剤 ○

17489 トリホリン乳剤 サプロール乳剤 ○

13725 トリホリン乳剤 住商サプロール乳剤 ○

21786 トリホリン乳剤 ＳＴサプロール乳剤 ○

22133 トリホリン乳剤 サプロール乳剤 ○

22134 トリホリン乳剤 住商サプロール乳剤 ○

22136 トリホリン乳剤 ＳＴサプロール乳剤 ○

19103 ニテンピラム粒剤 ベストガード粒剤 ○ ○

21609 ニテンピラム粒剤 協友ベストガード粒剤 ○ ○

17814 ピリダベン水和剤 サンマイトフロアブル ○

18500 フルフェノクスロン乳剤 カスケード乳剤 ○ ○

22176 ペンディメタリン乳剤 ゴーゴーサン乳剤 ○

15446 ペンディメタリン乳剤 ゴーゴーサン乳剤３０ ○

20737 マラソン乳剤 マラソン乳剤 ○

22628 マラソン乳剤 日産マラソン乳剤 ○

2532 マラソン乳剤 サンケイマラソン乳剤 ○

12261 マラソン乳剤 一農マラソン乳剤 ○

12266 マラソン乳剤 サンケイマラソン乳剤 ○

2280 マラソン乳剤 日農マラソン乳剤 ○

2300 マラソン乳剤 ホクコーマラソン乳剤 ○

21901 マラソン乳剤 協友マラソン乳剤５０ ○

17687 ミクロブタニル乳剤 ラリー乳剤 ○

19656 ミルベメクチン水和剤 コロマイト水和剤 ○

注）本表に記載していませんが、「野菜類」に適用のある農薬は、「食用ぎく」や「しゅんぎく」に使用できま
す。


